
ポリオ（急性灰白髄炎、小児麻痺）は、ポリオウイルス
の経口感染によって引き起こされる急性の運動中枢神経感
染症である。ポリオウイルスには１型、２型及び３型の３
つの血清型があり、これらを混合した生ワクチン及び不活
化ワクチンが本感染症予防のために広く使用されている１）。
１９８８年に世界保健機関の主導で世界ポリオ根絶計画が
開始されたことにより、ポリオの流行地域及び患者数は徐々
に減少し、２０１５年９月に２型、２０１９年１０月には３型の野
生株ポリオウイルスの根絶が宣言された１，２）。しかし、２０１９
年には野生株ポリオウイルス１型による感染例がアフガニ
スタン及びパキスタンで計１７６例、生ワクチン由来変異ポ
リオウイルス（以下ワクチン由来株とする）による感染例
もナイジェリア等１７カ国で計３６７例報告されている３）。
１７カ国のうち日本に近い中国やフィリピンでは、ワクチ
ン由来株による患者が計１６例報告されている３）。ポリオ
の根絶に向けて、これらの野生株ウイルスとワクチン由来
株の伝播を阻止することは急務となっている。
日本では２０１２年以降、定期予防接種としてワクチン関

連麻痺の心配がない不活化ワクチンを採用している４）。ま
た、野生株ポリオウイルス及びワクチン由来株による患者
は１９８１年以降報告されていない５）。しかし、上述のとお
り海外では未だポリオの根絶が達成されていないため、国
民に予防接種を徹底し、ポリオウイルスに対する抗体価及
び抗体保有率を高く維持して、万が一海外からウイルスが
持ち込まれた場合も流行拡大を阻止することが重要である。
本稿では、２０１９年度における道民のポリオウイルスに

対する中和抗体保有状況の調査結果について報告する。な
お、本調査は、平成３１年度感染症流行予測調査事業の一
環として、国立感染症研究所を中心とした共同調査として
実施したものである。

方 法

１．調査検体

２０１９年９月から１０月にかけて社会医療法人母恋天使病
院、北海道立子ども総合医療・療育センター、市立札幌病
院及び北海道赤十字血液センターで、本人若しくは保護者
の同意を得て採取した血清２０４検体を用いた。検体は０～
１歳、２～３歳、４～９歳、１０～１４歳、１５～１９歳、２０～２４歳、
２５～２９歳、３０～３９歳及び４０歳以上の９つの年齢群に分類
した。それぞれの年齢群における検体数を表１に示した。
２．測定方法

感染症流行予測調査事業検査術式６）に基づき、ポリオウ
イルス１型及び３型標準株を用いた中和試験によって１型
及び３型の抗ポリオウイルス抗体価を測定した（最大抗体
価１，０２４倍以上）。２型の抗ポリオウイルス抗体価につい
ては、当所では２型標準株を所有していないため、国立感
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表１ 年齢群別調査検体数
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表２―１ 年齢群別中和抗体保有状況（１型）

表２―２ 年齢群別中和抗体保有状況（２型）

表２―３ 年齢群別中和抗体保有状況（３型）
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染症研究所において測定した（最大抗体価５１２倍以上）。

結 果

すべての検体における中和抗体価、幾何平均中和抗体価
及び８倍以上の血中中和抗体保有率（以下：８倍以上中和
抗体保有率）を表２―１、―２及び―３に示した。
幾何平均中和抗体価については、１型が０～１歳群、そ

の他の血清型では２～３歳群が最も高かった。
ポリオの発症防御には８倍以上の血中中和抗体価が必要

とされている７）。全検体における８倍以上中和抗体保有率
は１型が９３．７％、２型が９６．９％、３型が７２．６％であった。
なお、２０１９年度の感染症流行予測調査における全国デー
タによると、全１，７２３（２型のみ１，６１１）検体における８
倍以上中和抗体保有率は、１型が８８．２％、２型が９５．７％、
３型が７１．７％となっている８）。

本稿を終えるにあたり、検体採取にご協力いただきまし
た社会医療法人母恋天使病院、北海道立子ども総合医療・
療育センター、市立札幌病院、北海道赤十字血液センター
及び関係機関各位に深謝いたします。
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